
と

み
ず
お
お
に
し

石
川
・
戸
水
大
西
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
戸
水
町

。
大
友
町

・
御
供
田
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
六
年

（平
８
）
七
月
１

一
〇
月

一
一　
一
九
九
七
年

一
一
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
出
越
茂
和

・
前
田
雪
恵

・
谷
日
明
仲

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
も
し
く
は
荘
園
関
連
施
設
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
―

一
一
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
金
沢
市
の
北
方
、
浅
野
川
と
大
野
川
に
挟
ま
れ
た
海
に
近
い
低
平
な

沖
積
地
に
あ
る
。
以
前
は

一
面

の
水
田
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

区
画
整
理
に
よ
り
、
市
街
地
ヘ

転
換
し
つ
つ
あ
る
地
域
で
あ
る
。

付
近
は
戸
水
Ｃ
遺
跡

（官
衛

関
連
施
設
。
漆
紙
文
書
出
土
）
や

西
念

・
南
新
保
遺
跡
、
畝
田
遺

跡
な
ど
同
時
代
の
遺
跡
が
集
中

す
る
。
大
友
町
に
は
大
伴
家
持

の
荘
園
で
あ
っ
た
と
い
う
伝

承
も
あ
る
。

戸
水
大
西
遺
跡
は

一
九
九

一
年
か
ら
の
調
査
で
ほ
ぼ
全

域
を
発
掘
し
、　
一
九
九
九
年

に
報
告
書
を
刊
行
す
る
予
定

で
あ
る
。
多
く
の
掘
立
柱
建

物
、
溝
、
井
戸
な
ど
を
検
出

し
た
が
、
墨
書
土
器
や
木
簡

な
ど
の
文
字
資
料
を
埋
蔵
し

て
い
る
の
は
Ｓ
Ｄ
三
〇
と
名

付
け
た
溝
で
あ
る
。
幅
四
ｍ

深
さ
○

・
五
―

一
ｍ
を
測
り
、

遺
跡
の
南
端
を
東
西
に
流
れ

て
お
り
、
所
々
に
直
交
す
る

細
い
支
流
が
派
生
す
る
。
全

体
で
二
三
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て

検
出
し
て
い
る
が
、
第
三
次

調
査
で
は
三
四
ｍ
分
、
第
四

次
調
査
で
は
五
ｍ
分
を
検
出

し
た
。
Ｓ
Ｄ
三
〇
か
ら
は
、

(金 沢)

戸水大西遺跡遺構配置図 (▼は木簡出土地点)



1997年出上の木簡

さ
ま
ざ
ま
な
土
器
、
木
器
と
と
も
に
、
墨
書
土
器
、
斎
串

・
形
代
な
ど
の
祭
祀

具
が
出
上
し
て
い
る

（本
誌
第

一
六
号
）。
今
回
は
、
第
三
次
調
査
で

一
点

（
一

②
）、
第
四
次
調
査
で

一
点

（二
ω
）
の
木
簡
が
、
い
ず
れ
も
濤
の
下
層
か
ら
出

上
し
た
。

一
方

一
い
は
、
Ｓ
Ｄ

一
〇
四
と
し
た
幅
二
ｍ
を
測
る
が
浅
い
溝
の
、
底
に
つ

き
刺
さ
っ
た
状
態
で
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｄ

一
〇
四
は
方
向
か
ら
み
れ
ば
前
述
し
た

Ｓ
Ｄ
三
〇
の
支
流
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
接
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
調
査
区

外
に
あ
た
る
の
で
断
言
は
で
き
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第
三
次
調
査

Ｓ
Ｄ
一
０
四

〔謹
解
殿
門
御
稲
力
〕

「回
□
□
□
□
□
□

Ｓ
Ｄ
三
〇。

「＝

廿

＝

廿

。
「＝

廿

□
日
日
――
日

日
日
日
□

〔相
ヵ
〕

ω
は
右
半
分
と
下
部
を
割
り
と
っ
た
、

（
示

じ

×

合

じ

×
８

　
ｏ
欝

（
Ｎ
∞
『
）
×

（
ト
ト
）
×
∞
　
ｏ
∞
μ

柱
状
を
し
て
い
る
。
上
部
に
刃
を
入

れ
て
折
っ
た
ら
し
い
痕
が
見
ら
れ
る
。
墨
痕
は
明
瞭
で
あ
る
。

②
は
下
部
、
左
右
両
側
面
を
欠
損
し
て
い
る
。
表
裏
に
二
行
ず
つ
墨
書
し
た

と
思
わ
れ
る
が
、
板
の
表
面
が
剖
離
し
て
い
る
た
め
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
な
い
。

一
一　
第
四
次
調
査

Ｓ
Ｄ
三
〇

甲
水
ヵ
〕

日
回
□
□
□
□
□
□
□
□

上
下
を
欠
損
し
、
上
部
は
炭
化
し
て
い
る
。

な
ヤヽ (1)(1)
0 
は

墨
痕
が

薄 O

― (1)

勢
剤


